
４月１６日、大垣運輸区に所属する病欠中の組合員宅に突如、当該区長から「あなた

に事務主席の事前通知が出ました。病欠中のあなたは今、運輸区に来れないため自宅

に郵送します。」と電話があり、後日、「事前通知書」が自宅に郵送されてきたという事実

がありました。

車掌である当該組合員は、病欠中の身であるにもかかわらず、会社からの「車掌職

から事務職」への一方的な発令通知に対して、驚きと、戸惑いと、怒りを覚えました。

病欠中であるにもかかわらず、一方的に職名を変更する会社の暴挙には開いた口が

塞がりません。直ちに本人は、抗議するとともに苦情を申告しました。

職名コロコロ変えられて、これで仕事に誇りと責任が持てるのか！

これは乗務員職に限ったことではありません。すべての職務に関する問題です。

何よりも紙切れ一枚で簡単に職名を剝奪する会社姿勢の問題と、昨年から施行さ

れた「新人事・賃金制度」の弊害・悪用に他なりません。

ユニオン組合員の皆さん！

職場で、あなたの身近でおかしいと思うこと、理不尽なこといっぱいありませ

んか？ 黙っていては、権利も利益も会社から簡単に剥奪されてしまいます。

私たちと一緒に声を上げようではありませんか！
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職務を軽んじる
会社姿勢を

許さないぞ！！


